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要旨

　　都立大泉高等学校敷地内の樹木を、現況のまま保存するように東京都に働きかけてください
理由
　　練馬区東大泉5-3-1の東京都立大泉高等学校敷地に開設が予定されている（仮称）東京都立練馬地区中高一貫6年制学校改築工事に当たり、その建築計画、工事計画から、まず、工事車両の通行と桜の寿命という観点から、正門から玄関にいたるアプローチの、ソメイヨシノを含むすべての樹木を伐採するかもしれないという話が出てきました。

これにつきまして、平成２０年１０月２６日の都立大泉高校同窓会「いずみ会」総会で、卒業生から学校に対し桜並木保護を中心に説明会を求める意見が出ました。

　すると、２日後の１０月２８日、都教育庁から｢学校からの要望により、正門からのアプローチは現況のまま残す｣という方針が出されました。この方針については、他の卒業生も都教育庁に問い合わせ、本件担当者から確認しています。

しかし、計画全体についての公式説明はなく、グラウンド、校舎周囲の樹木については、どうなるのかまったくわかっておりません。学校は卒業生に対し、確定していると思われる項目を含め一切｢確定していないので答えられない｣の一点張りです。
　　既に、都では設計者を公募し、１０月には設計事務所が決まって、グラウンド側に新校舎を建設するというプランによる基本設計が始まっています。　多くの卒業生はグラウンド周囲を初めとする校内樹木の今後と全体の計画につきまして懸念を持っています。

　これらの樹木、特に、桜については、大泉高校の前身である大泉中学の草創期、一期の大先輩が一本ずつ手植えにしたもので、戦時を通し、また、戦後の大変な時代を、その成長をご自分たちの新しい時代を生きる成長と重ねてこられたものです。

　　東京都立大泉高等学校同窓会としても、その保護、保全のため、周年事業の折などに、寄付を重ねてきたという経緯があります。現在、アプローチを含め、学校の全体では、３６本のソメイヨシノがあり、そのうち３５本はまだまだ元気であると思われます。この点につきましては、練馬区緑化協力員、また、主として大泉学園通りの桜並木の保護、保全に当たっておられる｢大泉さくら並木を守る会」からも大丈夫とのご意見をいただいています。
　ほかに、壮年期の桜が３０本、若木は１０本あり時を経て桜が手入れされ、補充され、一部は植え替えられてきたであろうことが良くわかります。

故に、これらの桜は、東京都のものであり、練馬区のものであり、東京都立大泉高等学校のものであると同時に、都立大泉高校同窓会のものであるともいえます。
アプローチの桜が幾多の新入生を迎え、卒業生を送り、在校生の毎日の通学を見守ってきたことに加え、校庭の桜は、体育の授業、運動部の部活、また、毎年の大きな行事である運動会等々を見守ってきたことを考え、その由来と歴史を考える時、大泉高校の校歌、また、校内の多くの大樹－樹齢５０年を数えるものも多いーとともに、武蔵野の面影を伝え、平和を願う心が伝えられているこれらの桜は都立大泉高校の伝統そのものであり、大泉の教育を象徴する、かけがえのないものと言えます。また、これらの桜のほとんどはキャンパスの外周に植えられているので、学校周辺のかたがたにとっては、長年親しんだ貴重な財産ですし、花の季節には、区内のかなり遠いところからも見物に来られるひとたちがおられます。常に開放されていた校門から、アプローチの桜のトンネルをくぐってお花見を楽しんだ区民も多いことと思います。周辺に住宅が少なかった頃には、西武池袋線の車窓からのお花見スポットとしても親しまれてきました。大泉学園通り、中央公園周辺に代表される桜ともども、「桜名所の大泉」の一画を形作ってきています。

また、周囲に緑が少なくなるにつれ、周辺のかたがたの暮らしにも、貴重になった緑の環境と美しい景観を提供しています。
練馬区におかれましては、「まちづくり条例」において、緑の保全を重要課題と位置づけておられますが、緑保護は、地域にとっても、地球規模の環境にとっても、いまや大きな課題となっています。そうした観点からも、これらの桜を他の多くの校内の樹木（八重桜、枝垂桜、山桜、ヒマラヤ杉、梅、泰山木、イチョウ、ミズナラ、スズカケ、柿、楓、などなど）ともども、東京都におかれまして、現況のまま保存していただきたいと考えております。緑の保全に向けまして、練馬区のお力添えをお願いするしだいです。

都立大泉高校卒業生は、練馬区在住者が多く、仕事でも地区の活動でも、また、家庭においても、よき練馬区民であるものが多いと自負しています。

練馬区民にとっても、大泉卒業生にとっても、良い結果となることを念じつつ、重ねてお願い申し上げます。

